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Ⅰ　問 題 意 識

　本研究の目的は，専門職（プロフェッショナル）
として，専門書出版編集者の能力開発とキャリア
形成がどのようにされているかを考察することで
ある。先行研究として，専門職（プロフェッショナ
ル）に関する研究には蓄積がある。古くは，猪木

（1989）の弁護士を対象としたものや太田（1993）

本研究の目的は，専門職（プロフェッショナル）として，専門書出版編集者の能力開発と
キャリア形成がどのようにされているかを考察することである。先行研究として，専門職

（プロフェッショナル）と出版編集者に関する研究には蓄積がある。しかし，これまでの
研究を以てしても，能力開発とキャリア形成に関しての理論化は途上にある。また，出版
物のデジタル化によって市場構造が変化するなか，社会的に意義がある専門書を出し続け
られるかも大きな問題である。以上を踏まえて，問「専門職として，社会的に意義のある
本を創る能力の開発とは」を立てている。本研究は理論化のため，さらなる事例収集を試
みるものである。専門書出版編集者の能力は，編集，企画，管理に整理される。また，キャ
リアは，評価された本（質）と一定数の新刊（量）を創っていくなかで形成される。専門
職としての専門書出版編集者には，質と量の均衡を保つことが求められる。問「専門職と
して，社会的に意義のある本を創る能力の開発とは」に対しての解は「顧客（読者）を意
識し，読者のニーズと著者の主張の割合を考える能力。この能力開発のためには，あらゆ
る組み合わせを思考し，実現できるよう，日々訓練・実験することが必要となる」である。
そして，最も高い水準を目指すならば，「使命感」の有無は欠かせない要件である。作法
を身につけて能力として発揮できるようにした上で，使命感とご縁（人間性）を加えるこ
とができれば，最も高い水準に達する。

自由論題セッション 第 2分科会

の研究者，情報処理技術者（システム・エンジニ
ア，システム・アナリスト），服飾デザイナー，建
築士を対象としたもの，日本労働研究機構編

（1999）の社会保険労務士，デザイナー，ソーシャ
ルワーカー，システム・エンジニア，翻訳家，公
認会計士，棋士を対象としたもの，佐藤（1999）
の研究・開発技術者，ソフトウェア技術者，番組
制作者，新聞記者，デザイナーを対象としたもの
がある。2000 年代に入っては，今野（2005）のデ
ザイナー，情報技術者を対象としたもの，藤本

（2005）の家電メーカー研究職を対象としたもの，
小池編・監修（2006）の企業内研究者，新聞記者，
マネジャー，ファンドマネジャー，融資審査，食
品会社管理職，製薬研究員を対象としたものもあ
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る。近年では，西村（2018）の医師，薬剤師，看
護師，企業内研究者，情報処理技術者を対象に研
究を行ったものがある。しかし，これまでの研究
を以てしても，専門職（プロフェッショナル）の
能力開発とキャリア形成に関しての理論化は途上
にある。本研究は専門職（プロフェッショナル）
に関してさらなる事例収集を試みるものである。
　また，出版編集者に関する研究にも蓄積があ
る。古くは，外山（1975）の『エディターシップ』
と表現して随筆集としてまとめられたものがあ
る。キーワードとして，各章のタイトルは次のと
おりである。ある経験，輝かしき編集，見つけて
育てる，アンソロジー，変化の論理，統合の傾
向，コンテクスト，つなぎ，アイロニーの三角
形，二次的創造，結ぶ，桃太郎，関係価値，編集
人間となっている。到達点としては，「編集を意
識しない編集者である」と記されている。近接し
て，日本出版学会編（1974）の「特集 編集論」に
おいて布川角左衛門「編集とは何か」・美作太郎

「編集論序説」などまとめられたものがある。こ
れらは日本における編集者が何であるかを定義づ
けられたものといえる。布川は次のように整理し
ている。受け手である読者を想定し，①表現・公
表しようとする意図や目的，②目的を果たすため
の企画とその実現，③素材の吟昧と整理，④出版
物たらしめる紙面構成と造本計画，⑤それらを具
体化する者の知能と技術と実務などである。ま
た，美作は次のように整理している。第一の定義

「人間の文化的創造物を，一定の意図のもとに，
公表を目的として，特定の伝達媒体に適するよう
に整序し，配列する機能」，第二の定義「一つま
たは一つ以上の著作物またはこれに類する資料
を，一定の編集方針に基づく企画にしたがって入
手（取材）し，これに整序・配列の手を加えて印
刷その他の複製手段に付し，一定の出版物（書
籍・雑誌）にまとめ上げる仕事」である。
　異なる捉え方として，出版編集者の「役割」と
して「ゲートキーパー」や「メディエーター」と
いった言葉で定義づけられたものもある。役割に
ついては，Neavill（1975）において 5 つの段階

「生産・評価・再生産・販売・消費」として説明
されている。出版社は，このプロセスにおいて中

立的な仲介者であるどころか，知的作品の制作と
消費の両方に影響を与えるとしている。つまり，
出版編集者の社会的意義は非常に高いものだと述
べている。
　ゲートキーパー論は，Coser（1975）において

「アイデアのマーケットプレイスのインとアウト
を決定するゲートキーパーである」とされるもの
である。出版社の担当者（編集者，営業担当者な
ど）は知識の配布に関与している。したがって，
編集者の適応と彼らの専門知識は非常に重要であ
る。出版社は間違いなく最も複雑な企業の 1 つで
あり，知識と文化の形成と配布におけるその重要
な役割を担っている。それがゲートキーパーであ
る。そして，メディエーター論は，山口（1981）
において媒介者としての creative 編集者と便利
屋の conventional 編集者を分類している。メディ
エーターとしての編集者は，コミュニケーション
の新しい可能性を鋭くキャッチする存在としてい
る。
　さらに，以上の編集者論とは別に，職業として
みたものに Unwin（1960）がある。これは，書籍
出版編集者に必要な資格要件を述べているもので
ある。出版とはただの本好きの素人がこなせるも
のではない。資格要件として，「著作家と同等の
見識」「技術上の知識」「商業上の勘」「10～15 年
の該博な経験」から蓄積された「知識」が必要で
あ る と し て い る。 日 本 で は， 岩 崎（1965） が
Unwin を参照しながら，職業としての出版につ
いて述べている。出版編集は，激しく頭脳と肉体
を酷使する極めて特殊な職業である。雑務の連続
という編集作業こそが職業としての神髄である。
ただ，こういった仕事を通して金銭では得られな
い大きな報酬を得ることができるとしている。
　近年では，宮守（2005）のように歴史をまとめ
たものや鈴木・高瀬（2015）のように学術書につ
いて対象を絞ってまとめたもの，佐藤・芳賀・山
田（2011）がゲートキーパー論を日本の出版社へ
適用させたものとそれまでの研究を回顧・発展さ
せたものが展開されている。特に，文（2003, 
2016）の出版編集者と「プロフェッション」理論
を組み合わせたものは，日本の出版編集者を理
論，歴史（出版編集者，出版関連団体），教育と体
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系立ててまとめられた大きな成果である。ただ
し，能力開発とキャリア形成に特化した理論とし
て整理されているわけではない。
　このように，これまでの研究を以てしても，出
版編集者の能力開発とキャリア形成についての理
論化は途上にある。本研究では，能力開発とキャ
リア形成に特化した事例として，専門書出版編集
者の能力開発とキャリア形成について考察するも
のである。そして，社会的に意義がある専門書を
出し続けられるかも大きな問題である。現在，デ
ジタル化による市場構造の変化は，専門書出版編
集者にデジタル本を売るための新たな能力を求め
ている。デジタルで専門書を出していくことへの
対応はしていくべきであるが，そちらに力を向け
すぎると社会的に意義のある本が出し続けられる
かが危うくなる可能性もある。したがって，専門
書出版編集者に求められる能力が何であるか，今
一度整理する必要がある。
　以上を踏まえて，問「専門職として，社会的に
意義のある本を創る能力の開発とは」を立てる。
この問の解決を目指して，専門書出版編集者の能
力開発とキャリア形成を考察できればと考え
る 1）。

Ⅱ　研 究 方 法

１　調査対象

　本研究では，図 1 のように，専門書（学術書，
論文集，教科書，実務書，ビジネス書）に携わる出
版編集者の領域を研究の対象とする。この領域
は，教育・育成において社会的に意義のある本を
多くあつかうところである。対象となる専門書出
版編集者 11 名にインタビュー調査を実施した。
協力者は，大手出版社，中小老舗出版社，大学出
版部に所属する者である。インタビュー協力者の
選定は，出版業界団体に加盟している会員出版社
に調査研究依頼書を送付し，推薦をいただいた専
門書出版編集者を対象とする形式を採った。な
お，法人名と氏名は，インタビュー協力者との合
意が得られた範囲にとどめている。表 1 の 11 名
は，編集・企画・管理 2）のうち，編集・企画に
関しては一通りの積み重ねをしてきている者であ
る。管理は，管理職として従事する者を対象とす
る。
　No. 1  　A 社 B 氏は，役員・編集部長として

活躍する編集者歴 17 年の人である。大

図 1　本の位置づけと本研究の対象

出所：C コードおよび日本十進分類法を参考に筆者作成。単行本と雑誌の区別を除く。
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表 1　インタビュー協力者リスト（調査時）

No. 法人名 氏名 役職・主担当 編集者歴（年） 年齢（歳）
1 A 社 B 氏 役員・編集部長 17 年 43 歳
2 B 社 T 氏 第 1 出版部　部長 12 年 47 歳
3 B 社 F 氏 第 2 出版部　部長 10 年 37 歳
4 B 社 K 氏 主任編集者  8 年 30 歳
5 C 社 S 氏 編集第 2 部　部長 25 年 49 歳
6 D 社 Y 氏 編集長 21 年 43 歳
7 E 社 O 氏 出版部　課長 29 年 53 歳
8 F 社 S 氏 役員・編集長 36 年 60 歳
9 F 社 O 氏 人文・社会科学系編集  9 年 36 歳
10 F 社 N 氏 自然科学系編集 12 年 36 歳
11 G 社 K 氏 編集部編集者  6 年 30 歳
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学院修士（フランス文学）修了。26～30
歳の間に家族経営の出版社 2 社で仕事を
した後，30 歳から A 社で従事している。
38 歳から役員・編集部長として管理も
担当している。

　No. 2  　B 社 T 氏は，第 1 出版部部長として活
躍する編集者歴 12 年の人である。理学
部物理学科卒。大学卒業後，技術者とし
て 35 歳まで従事。本が好きという感情
から出版編集者として B 社に転職をす
る。44 歳から第 1 出版部部長として管
理も担当している。

　No. 3  　B 社 F 氏は，第 2 出版部部長として活
躍する編集者歴 10 年の人である。博士

（理学），物理学・宇宙物理学専攻修了。
大学院博士課程修了後（28 歳）に B 社へ
入社。35 歳から第 2 出版部部長として
管理も担当している。

　No. 4  　B 社 K 氏は，主任編集者として活躍す
る編集者歴 8 年の人である。大学では数
学を専攻。卒業後 B 社へ入社する。8 年
目から主任編集者として仕事に従事して
いる。

　No. 5  　C 社 S 氏は，編集第 2 部部長として活
躍する編集者歴 25 年の人である。大学
院修士修了，経済学史専攻。大学院修士
課程修了後（24 歳）に C 社へ入社。42
歳から編集第 2 部部長として管理を担当
している。

　No. 6  　D 社 Y 氏は，編集長として活躍する
編集者歴 21 年の人である。文学部卒業。
卒業後，D 社ではない会社で月刊誌・単
行本を担当し能力を顕在化させ，結果を
残す。33 歳で D 社に転職をする。D 社
でも結果を出し続け，36 歳で副編集長，
42 歳で編集長となる。現在は，管理を
担当するとともに，編集・企画の仕事も
これまでどおり行っている。

　No. 7  　E 社 O 氏は，出版部課長として活躍す
る編集者歴 29 年の人である。文学部卒
業。24～33 歳の間，学習参考書出版社
で単行本編集者として従事する。34 歳

に E 社へ転職。月刊誌を主に担当するこ
ととなる。現在は月刊誌の主管理者とし
て仕事をこなす。

　No. 8  　F 社 S 氏は，役員・編集長として活躍
する編集者歴 36 年の人である。文学部
から教育学部に転学部し，卒業。卒業後，
24～36 歳の間，編集プロダクションで
ライターを兼ねながら編集者として従
事。37 歳から F 社で仕事に従事するこ
ととなる。現在も管理だけでなく，編
集・企画を同時にこなしている。

　No. 9  　F 社 O 氏は，人文・社会科学系編集を
主担当として活躍する編集者歴 9 年の人
である。法学部卒業。卒業後，特許事務
所へ就職。書く側を経験したいと思い新
聞社へ転職する（27～29 歳）。やはり本
をやりたいと考え学術書出版社（F 社で
はない）へ転職（29～34 歳）。ちゃんとし
た本がつくりたいという想いから F 社へ
転職（34 歳）し，現在に至る。

　No. 10 　F 社 N 氏は，自然科学系編集を主担当
として活躍する編集者歴 12 年の人であ
る。大学院修士（生物学）修了。大学院
修了後，教材を出版する出版社へ就職。
学術書への関心を持ち続けていたところ
に，F 社の募集を目にする。応募の上，
採用され現在に至る。

　No. 11 　G 社 K 氏は，編集部編集者として活躍
する編集者歴 6 年の人である。大学院修
士（建築学）修了。大学院修士課程修了
後，G 社へ入社。編集・企画と日々精力
的に従事している。

２　インタビュー方法と分析方法

　ベテラン・中堅・若手の専門書出版編集者への
インタビューにより，専門書出版編集者の能力開
発およびキャリア形成の資料を得る手法を採っ
た。本研究は，小池（2000）を心得とした上での
キャリアインタビューである。キャリアインタ
ビューとは，「ある人物のキャリアを聴取して有
効な施策へと反映させる」手法である。インタ
ビュー方法は，半構造化形式で 1 人につき約 1 時
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間半～ 2 時間程度，内容については後日確認を
行った。インタビューの音声データを保存してい
る。インタビュー調査期間は，2020 年 6 月～
2020 年 8 月である。なお，起点となる質問内容
は，①どんな仕事をしてきたか，②目標となる上
司・先輩がいたか，③目をかけている部下・後輩
に対して思うこと，④ベテランと思われる条件，
である。質問内容は，山﨑（2020）に基づく。本
研究でも上記の質問内容を活用する理由は，能力
開発・キャリア形成の材料を引き出すことに成果
を得ているためである。以上，キャリアインタ
ビュー手法に基づいて，インタビュー方法の設定
を行った。
　分析方法は，帰納法を採用した。帰納法は，複
数の事実や事例から導き出される共通点をまと
め，共通点から分かる根拠をもとに結論を導き出
す方法である。分析では，インタビューや発話な
どの質的データをカテゴリーにまとめ，短い語句
やキーワードで表された多様な発想を整理する。
以上の方法をもって，専門書出版編集者の能力開
発・キャリア形成には何が必要かを分析した。帰
納法に従い，各質問内容に基づいて共通点をまと
め，表札とすべての表札の統合を整理している。

Ⅲ　分 析 結 果

　先述した帰納法による分析を行った結果，専門
書出版編集者の能力開発・キャリア形成におい
て，表札（小）3） が 51 個，表札（中）が 11 個，表
札（大）が 4 個に集約された。また，すべての表
札の統合も行った。質問内容と表札とすべての表
札を統合した結果は，表 2 のとおりである。

１　どんな仕事をしてきたか

　それぞれの回答をまとめた結果は，以下の通り
である。この質問に対する回答を分析した結果，
能力開発とキャリア形成として共通していること
は，「仕事と本に対して，自分なりの確固たる考
えをもって取り組んでいること」である。特に，
質と量の均衡を保ち，役割まで認識している者
は，卓越した出版編集者といっても過言ではな
い。

　No. 1 「自分なりに組み立てていくしかない」
　No. 2  「パーソナリティをもって仕事に取り組

んできている」
　No. 3「自然とオリジナリティを追求してきた」
　No. 4  「読者に対して + αを提供するため，

日々いろいろな視点を持つようにしてい
る」

　No. 5  「本づくりは人間らしさのあるおもしろ
い仕事。本が好きで仕事をしている」

　No. 6 「コンセプトを創ること」
　No. 7  「120 年を超える月刊誌の使命：執筆者

が多いなか，調整をこなして，水準以上
のものを出し続ける」

　No. 8  「日々発見があることが楽しい。また，
メディエーター：媒介者としての役割を
認識して仕事をしている」

　No. 9  「社会⇔学問の間に立つ視点をもって，
クオリティの向上に努めている」

　No. 10 「著者が伝えたいことは何か。それを伝
えるための最適な形を探すよう常に心掛
けている」

　No. 11 「一つの考えを物理的な形にする仕事を
している」

　なお，共通点をまとめた結果から得たのは，
「段階」で，「見習い」「一人前以上」「管理職」の
3 つから構成される。「見習い」は，出版業界が
どんなところか把握するとともに，本を形づくれ
るようになるための期間を示すものとして導き出
された。一つの基準として，入職から 1～3 年間
という期間は必要なようである。1～3 年間と幅
があるのは，組織によって見守り時間が異なるた
めである。「一人前以上」は，安定的に本を創り
続ける人を示すものとして導き出された。基準と
して，年間 8 冊以上出版，安定的に企画を出す，
著者・訳者との円滑なやりとりができることが求
められる。一人前以上は，概ね入職から 7～8 年
程は要するようである。「管理職」は，質と量を
管理し，自身も本を創り続けるとして導き出され
た。生産計画，企画の審査，教育・指導・人材育
成，人事管理といった業務が加わる。視座が変わ
る段階である。
　以上，質問内容①「どんな仕事をしてきたか」
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表 2　質問内容と表札

質問内容 発言者 No. 表札（小） 表札（中） 表札（大） すべての表札の統合

① どんな仕事
をしてきた
か

全員 校正作業

見習い

段階

「使命感」

　作法を身につけて
能力として発揮でき
ること。その上で，
使命感とご縁（人間
性）が加われば，最
も高い水準に達する
ことができる。

1, 5 在庫管理・商品出荷
6, 8, 9, 10 記事を書く

1, 8 イベント補助
1 DTP（DeskTop Publishing）
11 書店回り（営業）

全員 入職から 1～3 年間
6, 8 企画への挑戦
11 失敗

全員 著者・訳者とのやりとり
1, 2, 3, 4, 5, 8, 9, 10, 11 年間 8 冊を出版する

一人前以上

2, 3, 4, 5, 6, 11 安定的に企画を出す
全員 著者・訳者との円滑なやりとり

5 後輩に教える立場になる
1, 4, 5, 6, 9, 10 入職から 7～8 年目

6 部数の大台を達成する
（10 万部・50 万部・100 万部）

全員 達成感を感じた本の記憶
1, 2, 3, 5, 6, 8 生産計画

管理職

1, 2, 3, 5, 8 教育・指導・人材育成
1, 2, 3, 5, 6, 7, 8 企画・編集も今まで通りこなす
1, 2, 3, 5, 6, 8 企画の審査
2, 3, 5, 6, 8 人事管理
2, 3, 5, 6, 8 会社・部署の雰囲気づくり

② 目標となる
上司・先輩
がいたか

5, 10 目指すべき姿の人がいた
あり

ご縁

11 相談できる人がいる
全員 就職先・転職先に縁があった

1, 2, 3, 4, 6, 7, 9 目標ではないが，それぞれの得意分野を
見習った ありと認めない

8, 9 自分ならこうしようと思って考えていた

③ 目をかけて
いる部下・
後輩に対し
て思うこと
は

全員 著者・訳者との円滑なやりとり

作法

作法と使命

2 客観的にみる
3, 5 企画への挑戦
4, 9 情報収集
4 可能な限り読み直す

5, 6 一本筋を通す・一流のスタイルを持つ
7 自ら気づきを得る

9, 10 礼儀
1, 8 筆者・訳者の想いを扱う

使命1, 8 日本の文化・社会的問題を扱う
2, 8 読者と筆者をつなぐ
8 二回り・三回り外

10, 11 ネット，SNS デジタル対応

④ ベテランと
思われる条
件は

全員 質と量の均衡を保てる
必須条件

能力の条件

全員 著者・訳者との円滑なやりとりができる
4, 5, 6, 7, 9, 11 必要なことを速やかに判断できる

2, 3, 4 何にでも対応できる

追加条件5, 7 新しい要素を加えられる
7, 10 引き出しがある・価値を引き出せる

4 すべて説明することができる
5, 8 本が好き

人間性4, 8 最初から否定しない
4, 8 全体を見守る余裕がある
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の表札（小）から表札（中）「段階」が導き出さ
れた。入職から 1～3 年間および入職から 7～8 年
間という時間は一つの目安である。しかし，その
後は本人の想いによってキャリア形成に変化が出
てくるようである。達成感を感じた本の記憶は区
切りとなりそうである。

２　目標となる上司・先輩がいたか

　この質問に対する回答を分析した結果，能力開
発とキャリア形成として共通していることは，

「就職先・転職先に縁があったこと」である。人
を目標にするというよりは，出版編集者として
キャリアを形成するにはどのようにすればよいか
と考えていた点が特徴である。なお，共通点をま
とめた結果から得たのは，「ご縁」で，「あり」

「ありと認めない」の 2 つから構成される。「あ
り」は，キャリア形成上，就職先・転職先に縁が
あったことと目標・相談できる人がいる，から導
き出された。多くの人が出版編集者を目標とし
て，転職を経験している。「ありと認めない」は，
この人だという人はいなかったが，いろいろな人
を参考にしてきた，から導き出された。出版編集
者として自分にとって必要なものを吸収するため
の存在といえる。ただし，上司・先輩に対する敬
意があっての上である。なお，なかには，反面教
師としてあつかっていたという人もいた。
　以上，質問内容②「目標となる上司・先輩がい
たか」の表札（小）から表札（中）「ご縁」が導
き出された。上司・先輩は目標というよりは，自
分にとって必要なものを吸収するための存在とい
える。ただし，上司・先輩に対する敬意があって
の吸収であることは付け加えておく。合

あい

縁
えん

奇
き

縁
えん

あって，必要なものを吸収していると考えられ
る。

３　目をかけている部下・後輩に対して思うこと

　この質問に対する回答を分析した結果，能力開
発とキャリア形成として共通していることは，

「作法を身に着ける」である。すべては，著者・
訳者との円滑なやりとりのためである。なお，共
通点をまとめた結果から得たのは，「作法と使命」
で，「作法」「使命」「デジタル対応」の 3 つから

構成される。「作法」は，著者・訳者との円滑な
やりとりが最も重要であることが導き出された。
著者・訳者あっての本という面がある。出版編集
者の態度やおごりによって，トラブルになるのは
避けるべきことである。そうならないために自分
の位置を把握することが作法となる。「使命」は，
著者・訳者の想いを扱う，日本の文化・社会的問
題を扱う，読者と著者をつなぐこと，二回り・三
回り外，から導き出された。本を形づくることが
できるようになった上で，自分の考えが現れたも
のである。作法が身についた上で，使命を持てる
ようになるとより高い水準で出版編集者の仕事が
できるようになる。「デジタル対応」は，ネット，
SNS から導き出された。本の電子化のみならず，
本をどのように広めていくかの方法が変化しつつ
ある。紙と変わらず，重要なのはどのように本を
広めるのかである。
　以上，質問内容③「目をかけている部下・後輩
に対して思うこと」の表札（小）から表札（中）

「作法と使命」が導き出された。最も重要なのは，
著者・訳者との円滑なやりとりである。作法の項
目は色々あるが，基本は一貫性を持つことであ
る。その上で，使命まで考えることができればよ
り良い。

４　ベテランと思われる条件

　この質問に対する回答を分析した結果，能力開
発とキャリア形成として共通していることは，

「必須条件を満たしている必要がある」である。
加えて，追加条件も満たしていれば卓越したベテ
ランと認められそうである。なお，共通点をまと
めた結果から得たのは，「能力の条件」で，「必須
条件」「追加条件」「人間性」の 3 つから構成され
る。「必須条件」では，全員一致で，質と量の均
衡を保てる，著者・訳者との円滑なやりとりがあ
がった。その上で，速やかな判断ができることも
求められる。「追加条件」は，質と量の均衡を保
てる，著者・訳者との円滑なやりとりができた上
で，より良い本を創ろうとするための方法を示す
ものである。何にでも対応できる，新しい要素を
加えられる，引き出しがある，すべて説明するこ
とができる，を持ち合わせていれば，変化に対応
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できるだけでなく，創造性を発揮することができ
ると考える。「人間性」は，本が好き，最初から
否定しない，全体を見守る余裕がある，から導き
出された。人と向き合うということが，良い本づ
くりにつながるということを示している。意識し
て人間性を発揮しようするというよりは，自然と
にじみ出てくる状態になっている。
　以上，質問内容④「ベテランと思われる条件」
の表札（小）から表札（中）「能力の条件」が導
き出された。条件として，著者・訳者との円滑な
やりとりと質と量の均衡を保てることは必須であ
る。また，何にでも対応できるというのはかなり
水準が高い。なお，人間性まで発揮できれば，卓
越した出版編集者に近づくことができると思われ
る。

５　すべての表札の統合

　すべての表札を統合した結果，「使命感」を得
た。作法を身につけて能力として発揮できるこ
と。その上で，使命感とご縁（人間性）が加われ
ば，最も高い水準に達することができる。
　すべての表札を統合する際，表札（大）：「段階」
と表札（大）：「作法と使命」と表札（大）：「能力
の条件」の組み合わせから，専門書出版編集者と
して「作法を身につけて能力として発揮できる」
を導き出した。その上で，表札（大）：「ご縁」（人
間性）が加わると「使命感」に統合されると考察
したものである。なお，「人間性」は能力の要件
の一つである。

Ⅳ　ま と め

　本研究では，専門職（プロフェッショナル）と
して，専門書出版編集者の能力開発とキャリア形
成がどのようにされているかを考察した。専門書
出版編集者の能力は，編集，企画，管理に整理さ
れる。また，キャリアは，評価された本（質）と
一定数の新刊（量）を創っていくなかで形成され
る。専門職としての専門書出版編集者には，質と
量の均衡を保つことが求められる。問「専門職と
して，社会的に意義のある本を創る能力の開発と
は」に対しての解は「顧客（読者）を意識し，読

者のニーズと著者の主張の割合を考える能力。こ
の能力開発のためには，あらゆる組み合わせを思
考し，実現できるよう，日々訓練・実験すること
が必要となる」である。そして，最も高い水準を
目指すならば，「使命感」の有無は欠かせない要
件である。作法を身につけて能力として発揮でき
るようにした上で，使命感とご縁（人間性）を加
えることができれば，最も高い水準に達する。
　一般的な認識ならば，専門職（プロフェッショ
ナル）とは，職業能力をもって価値（時間・お金）
を生み出せる者である。これまでの研究蓄積を活
かしつつ，能力開発とキャリア形成を軸として，
専門職（プロフェッショナル）が何かを改めて考
える時が来ている。そのためには，さらなる事例
収集が必要である。その上で，専門職（プロフェッ
ショナル）の能力開発とキャリア形成の理論化を
目指す。これによって，日本の専門職として働く
者がより能力開発とキャリア形成をすることがで
きる政策を講じることができるであろう。

謝辞　COVID-19 による影響でこれまでのように研究が進められ
ないなか，インタビュー調査へのご理解とご協力をいただきまし
た専門書出版編集者 11 名に心より感謝申し上げます。

 1）本を売ることに関して，営業職の役割について本研究では対
象としない。また，出版編集者の全体についてみることは，今
後の一般書出版編集者の調査と統合が必要となる。

 2）本研究では，事前調査（文献）から編集・企画・管理と整理
した。編集とは，本の校正・装丁といった基本から，著者との
やりとりまでの技能（スキル）。企画とは，どんな本を出すか
という提案をする技能（スキル）。管理とは，会社・部署の本
の質と量を管理する技能（スキル）。これらの技能（スキル）
を束ねられれば，専門書出版編集者の能力としてみなすことが
できる。

 3）表札の（小）（中）（大）は，帰納法を行った段階・順番であ
る。表札（小）は，インタビュー内容からまとめたものであ
る。表札（中）は，表札（小）をまとめたものである。表札

（大）は，表札（中）をまとめたものである。表札（小）（中）
（大）の段階・順番を経て，結果は統合される。
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